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研究成果の概要（和文）：虚記憶と自己の関係は，記憶と自己の関係や虚記憶自体を調べた研究よりも数が少な
く，未解明な点が多い。本研究では，行動実験によって自己の処理により虚記憶が増加する認知プロセスを明ら
かにすること，およびfMRIなどの脳機能計測手法を用いて，虚記憶の学習時・保持時・想起時のデータを網羅的
に測定することで，虚記憶形成の脳活動ダイナミクスを明らかにすることを目指した。結果，虚記憶の形成と自
己には密接な関連があることを行動実験により示し，虚記憶の形成・保持・想起時の網羅的な脳内動態をfMRI計
測実験により同定した。これらの成果はいずれも新規性が高く，かつ他の研究領域にも波及効果をもたらすもの
である。

研究成果の概要（英文）：The relationship between false memory and self is less studied compared to 
the relationship between memory and self or false memory alone, and it remains largely unexplored. 
In this study, we aimed to clarify the cognitive processes that increase false memories through 
self-processing by conducting behavioral experiments. Additionally, we sought to elucidate the brain
 activity dynamics involved in false memory formation by comprehensively measuring data during 
learning, retention, and recall of false memories using fMRI and other techniques. The results 
showed a close relationship between false memory formation and self-processing in the behavioral 
experiments. Furthermore, comprehensive brain dynamics of false memory formation were identified 
through fMRI measurements. These findings are highly novel and have significant implications for 
other research areas.

研究分野： 実験心理学

キーワード： 虚記憶　自己　fMRI
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
虚記憶とは，未経験の事柄を実際の経験として思い出してしまうことであり，法廷場面での目撃証言等で生じる
と冤罪などの社会問題を引き起こす恐れがある。そのため，その生起メカニズムを解明することには一定の意義
が見込まれている。しかし，虚記憶の研究は減少傾向にあり，脳活動計測やその解析手法が充実してきたにも関
わらずその研究はほとんど実施されてこなかった。本プロジェクトで示した成果は，虚記憶の生起メカニズムを
行動および脳機能計測で同定したものであり，社会的問題に応用可能であるだけでなく，学術的に未解明な領域
を最新の手法で同定するという観点からは学術的意義の高いものでもある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
ヒトは未経験の事柄を実際の経験として記憶することがある (Loftus, 1979)。この虚偽の記憶

（虚記憶）は，法廷場面での目撃証言等で生じると冤罪などの社会問題を引き起こす恐れがある
ため，その生起メカニズムの理解や生起率の低下を目的とする研究が行われてきた (e.g., Pérez-
Mata & Diges, 2024)。例えば，Israel & Schacter (1997)は，記憶課題において学習刺激を単語では
なく画像で提示し，各項目を詳細に符号化させ弁別しやすくすることで，再認テスト時の虚記憶
が減少することを報告した。Gallo et al. (2006)は，機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いてこの
虚記憶想起時の脳内基盤を調べ，画像で学習した場合には，背外側前頭前野の賦活が少ないこと
を示した。他方，脳波（EEG）研究では，画像で学習した場合の虚記憶想起時の電位が単語で学
習した場合に比べて大きいことが報告された (Budson et al., 2005)。 
 その一方で，自己参照によって学習刺激を詳細に符号化させると，他者参照した場合や参照せ
ずに記憶した場合よりも虚記憶が増加することが報告された (Wang et al., 2019)。自己参照とは，
刺激を自分に関連づけて覚える方法であり，他者と関連づける場合（他者参照）や何も関連づけ
ない場合よりも記憶成績が高い (Rogers et al., 1977)。このように，学習刺激を詳細に符号化させ
る操作の違いによって，虚記憶の生起率は異なることが示されている。しかし，その生起メカニ
ズムや脳内基盤の全容は解明されていない。本研究は，行動実験によって自己参照による虚記憶
の増加効果の認知プロセスを明らかにすること，および fMRI などの脳機能計測手法を用いて，
虚記憶の学習時・保持時・想起時のデータを網羅的に測定することで，虚記憶を増加させる脳活
動ダイナミクスを明らかにすることを目指した。 
 
 
２．研究の目的 
本研究計画の目的は，自己参照での学習による虚記憶増加の認知プロセスおよび脳内基盤を

検討することである。従来の虚記憶研究では，行動実験によって自己参照による学習が虚記憶の
想起を増加させること (Wang et al., 2019)，および fMRI を用いた研究では，虚記憶想起時にのみ
賦活する部位が前頭葉や頭頂葉にあることが報告されてきた (Kurkela & Dennis, 2016)。本研究
は，最初に自己参照による虚記憶の増加メカニズムを行動実験により同定し，それを生じさせて
いる脳内基盤を fMRI および EEG などを用いた脳活動計測で明らかにするものであった。これ
により，自己参照が虚記憶に寄与しているかどうか，影響しているのであれば符号化時および想
起時のどのタイミングか，自己参照やそれに付随する認知プロセスはどの脳領域をハブにして，
どの虚記憶関連領域に効果を及ぼすかという未知の特徴を解明することが期待された。 
 
 
３．研究の方法 
本研究費期間内に，１つの予備行動実験，３つの事前登録済みの行動実験，および１つの fMRI

実験を実施した。全ての実験において，虚記憶を計測するために Deese-Roediger-McDermott（DRM）
パラダイムが用いられた (Deese, 1959; Roediger & McDermott, 1995)。DRMパラダイムとは，あ
る単語 (lure 項目: “リンゴ”) に関連する単語のリスト (“木”“魔女”“赤い”など) を学習させると，
その後のテストにおいて，未学習の lure 項目を記憶テスト時に誤って想起しやすくなるという
手法である。刺激リストは，今回のプロジェクトのために新しく作成され，そのリストの妥当性
を予備実験で確認した。３つの事前登録済みの行動実験では，リストを自己参照・他者参照・統
制の３つの学習条件で学習させ，その結果得られる lure 項目への虚記憶の生起率を条件間で比
較した。fMRI 実験では，そもそも虚記憶に関連する脳活動が網羅的に明らかになっていなかっ
たため，本プロジェクトの第一段階として，通常の DRMパラダイムにおけるリスト学習時・記
憶保持時・記憶テスト時の３つのタイミングを全て計測し， fMRI の脳賦活解析・
Psychophysiological interaction (PPI)解析等を行った。これにより，虚記憶の記銘（形成）・保持・
想起（導出）に関わる脳領域およびそれらの関連性を新規に同定しようと試みた。 

 
 
４．研究成果 
紙幅や解析の進行状況の都合により，今回は一部の成果を報告する
こととする。 
(1) 予備実験 
予備実験では，作成した刺激リストが虚記憶の計測に適している

かどうかを確かめるため，21名の参加者を対象に，リストをそのま
ま学習させ，再認テストをするという通常の DRM パラダイムを防
音室で実施した。実験の結果を図１に示す。学習項目，lure 項目，コ
ントロールへの old反応率を示したものである。虚記憶（lure 項目へ
の old反応率）は，学習項目への old反応率よりは低いが，コントロ
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図１. 予備実験の結果 



ールへの old反応率よりも高いことが示された (p < .001)。この結果は，作成したリストの虚記
憶計測における妥当性を示している。この作成されたリストは，本プロジェクトのすべての実験
で使用されただけでなく，今後は研究資料として国内雑誌に投稿予定である（成果①）。 
 
(2) 事前登録済み行動実験① 
行動実験①では，刺激リストを自己参照で学習させることによる虚記憶の増加効果を検証し

た。これは Wang et al. (2019)で示されたものであり，行動実験①はこの先行研究を日本人かつ
我々の研究施設で再現できるかどうかを検証するものであった。39 名の参加者を対象に，刺激
リストと自分の名前（自己参照条件），他人の名前（他者参照条件），もしくは空欄（中立条件）
を対連合学習させ（図２左），その後，記憶テストにて得られる lure 項目への虚記憶の生起率を
条件間で比較した。その結果，虚記憶の生起率は自己参照条件で最も高いことが示された（ps 
< .01, 図３）。この結果は先行研究の報告を再現するものであり，自己参照による虚記憶増加が
我々の実験系でも得られることを明らかにした。これらの成果は，行動実験②とともに，2024年
度の日本認知心理学会にて発表された（成果②）。 
 

 
 
(3) 事前登録済み行動実験② 
行動実験②では，刺激リストを自己参照で学習させることによる虚記憶の増加効果をより詳

しく検討した。具体的には，学習時のリストを偶発学習した場
合でも，テスト時の虚記憶の増加効果が認められるかどうかを
調べた。39名の参加者を対象に，リストごとに提示される各単
語が自分に関連するか（自己参照条件），他人に関連するか（他
者参照条件），もしくはよく使われる単語か（意味処理条件）を
評価させた（図２右）。その後参加者はサプライズの記憶テス
トに取り組んだ。実験の結果，虚記憶の生起率は自己参照条件
で，他者条件や中立条件よりも高いことが示された（ps < .01, 
図４）。この結果は，意図的に学習していない場合でも自己参
照による虚記憶の増加が生じることを示す。この成果は，行動
実験①とともに，2024 年度の日本認知心理学会にて発表され
た（成果②）。今後は，自己と虚記憶の関係を明らかにした研究
結果の一つとして，国際学術誌に投稿予定である（成果③）。 
 
(4) 事前登録済み行動実験③ 
行動実験③では，刺激リストを自己参照で学

習させることによる虚記憶の増加効果を参加
者間計画で検証し，記憶プロセスの個人差を考
慮してもその効果が認められるかどうかを調
べた。93名の参加者を対象に，行動実験②と同
様に，リストごとに提示される各単語が自分に
関連するか（自己参照条件），他人に関連するか
（他者参照条件），もしくはよく使われる単語
か（意味処理条件）を評価させ，その後サプラ
イズの記憶テストに従事させた。（図２右）。た
だし，行動実験③ではこれらの条件を参加者間
で操作した。すなわち，各参加者がいずれか一
つの条件に割り当てられ，すべてのリストを同
じ条件で学習した。実験の結果，虚記憶の生起率は自己参照条件で最も高いことが示された（ps 
< .01, 図５）。この結果は，参加者間の記憶プロセスの個人差を考慮した場合でも，自己参照に
よる虚記憶増加が現れることを意味し，自己と虚記憶のつながりを示すより頑健な証拠である。
この成果は，2024年度の日本心理学会において発表されることが決定している（成果④）。さら

図３. 実験①における虚記憶の生起率 
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に今後は，自己と虚記憶の関係を頑健に示した研究結果の一つとして，国際学術誌に投稿予定で
ある（成果⑤）。加えて，行動実験①〜③をまとめて，自己と虚記憶の関係を明らかにした一連
の研究として 33rd International Congress of Psychology という国際学会での発表が決定している
（成果⑥）。 
 
(5) fMRI 実験 

fMRI 実験では，通常の DRM パラダイムを実施中の脳活動を計測し，虚記憶が生起する認知
プロセスに関連する脳領域やそれらの機能的結合を
同定することを目的とした。現時点で 19 名の参加者
を計測済みである。解析の結果，虚記憶の想起時に特
異的な脳賦活が前頭葉（e.g., 内側前頭回）と頭頂葉
（e.g., 下頭頂小葉）に認められた（図６）。これらの
領域は虚記憶の fMRI 研究をまとめたメタ解析 
(Kurkela & Dennis, 2016) で虚記憶関連領域として挙
げられている部位の一部であり，本研究で得られたデ
ータの信頼性を担保している。今後は，符号化時およ
び保持時のデータを用いた解析を行い，新規の虚記憶
関連活動を同定することを目指している。今後は，虚
記憶の脳内基盤を網羅的に検討した研究として，国際
学術誌に投稿予定である（成果⑦）。 
 
 
(6) そのほかの関連実験 
本プロジェクトに関連する他のいくつかの研究も実施している。ヒトの虚記憶生起メカニズ

ムを行動実験で検討した研究 (e.g., Shimane et al., 2022)，ヒトが記憶同定エラーを起こすプロセ

スについての研究 (e.g., Itoh et al., 2023; Miura et al., 2024; Shimane et al., in press)，およびヒトの記

憶や虚記憶が自己参照以外の処理で増強されるメカニズムについての研究 (e.g., Shimane, Tanaka 
et al.,2022) ，ヒトの認知活動中の脳活動計測実験 (e.g., Watanabe et al., 2023)などである。これら

の研究で扱う認知プロセスは本プロジェクトで取り扱った虚記憶想起の認知プロセスと相互に

関連するものであり，研究間の親和性が高く，研究を進めることでお互いの進展をもたらすもの

である。これらの成果は，本プロジェクトの一部であり，今回報告した成果①〜⑦と大きく関連

している。 
 

図６. 得られた虚記憶関連領域 
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